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関数 I(Q,t）を求めた。得られた I(Q,，υは指数が時間 tとともに 2/3のstretchedexponentialで減
衰し、 Q> o.osA-1の比較的大きな波数領域でrelaxationrate rが Qの3乗に比例した。この振



























し、 Zilman& G ranekの理論の適用範囲の問題などがあり、温度と圧力の効果を詳しく調べるこ
とはできなかった。そこで、理論の適用範囲がよく調べられている希薄droplet系での実験を行うこ
とにした。
第IV章3節希薄droplet系のダイナミクス
試料としてdroplet半径がNSE測定のQレンジに適合するように、 DzOとAOTのモル比が18.3
(droplet半径～32A）とし、 dropletの体積分率が10%となるように重水素化n-decaneを混合し
たものを用いた。小角散乱の結果から、サイズ分布の度合いを示すpolydispersityindex p、drop-
letの平均半径R。を求めた。その結果、温度上昇と共に、 R。は32Aから 27A程度まで減少する一
方、圧力上昇ではR。は32Aからほとんど変化しなかった。 pは温度上昇につれ0.16～0.18程度まで
変化する一方、圧力上昇では0.16付近で一定であった。また、前方散乱強度J(O）の変化から温度変
化での相分離点主＝59℃、圧力変化での相分離点R二40MPaと見積もった。
NSE法から得られたI(Q,t)をdropletの変形運動を記述するMilner& Safranの理論及び、Seki& 
Komuraの理論により解析し、変形運動の振幅の2乗平均くia2i2＞、変形運動に関する緩和率んを求
めた。通常の解析では膜弾性模型の本質的なパラメータ一、膜の自発曲率、曲げ弾性率、saddle-splay
弾性率が相互に影響を及ぼしあうため、 κを求めるためのいくつかの仮定が必要であった。そこで、
本研究では、緩和率んと小角散乱から得られるpolydispersityindex p を用いて、自発曲率や
saddle-splay弾性率とは独立に膜の曲げ弾性率κを求める式を導出した。解析の結果、温度上昇に
より膜が軟化し、変形運動も活発化する一方、加圧により膜が硬化し変形運動も抑えられることを明
らかにした。この結果は droplet濃度が濃厚な系で得られた結果と一致することから、モデルに依
存することなく温度と圧力の効果が異なったものであることが分かつた。
本研究によって膜の自発曲率変化のメカニズムとして以下の描像が得られた。温度変化では AOTの
親水基からナトリウムイオンが解離し、親水基問の静電反発が増すため自発曲率が減少する一方、圧
力変化ではAOTの疎水基と油の相溶性が減少し自発曲率が減少する。この結果は、静的な構造が等
しい場合でも、構造形成要因が異なることを示すよい例であり、秩序形成要因の理解にNSE法が有
効であることを明確にした。
